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初期宇宙に存在するクェーサーは，中心の巨大ブラックホールの形成史や銀河とAGNの共進化、さらにはスペ
クトルに現れる銀河間物質中の中性水素による吸収の特徴から宇宙再電離期を探る上で、非常に重要な役割を果
たす。通常用いられるクェーサーの選択法は二色図を用い、撮像サンプルの中からクェーサーのスペクトルモデ
ルから予想される二つの色と近い色を持つ天体を候補とみなす、という手法を使うが、この方法では撮像データ
の測光誤差や、変光天体、人工的なシグナルの混入などが大きな問題となり、その後の分光対象天体を効率よく
選び出す為にも褐色矮星に代表されるクェーサー以外の天体との分離をより精度良く行うことが求められている。
　そこで、我々が注目したのが通常銀河に用いられる SED fittingという手法である。この手法は多色の撮像デー
タに対して各種天体のスペクトルテンプレートとの統計的なカイ二乗検定を行い，撮像データと最も合致したテ
ンプレートをその天体のスペクトルとみなす、という手法である。この手法は多色データによって不定性を抑え
られると同時に、分光できないような暗い天体に対しても適用できるという利点がある。我々は 2014年春から観
測が始まるすばる望遠鏡のHyper Suprime-Camのサーベイにおいてこの手法を適用させ、赤方偏移 6-7の最遠方
クェーサーを検出することを目標に SED fittingのコード開発を行った。クェーサーのテンプレートは SDSSの低
赤方偏移クェーサーのスペクトル (Vanden Berk et al., 2001)と銀河間物質の吸収モデル (Madau, 1995)を基に
作成した。本講演では開発したコードの信頼性を評価するために、各波長の深い撮像データが存在するCOSMOS
領域にこの手法を適用し既知のクェーサーサンプルが検出可能かを調べた結果について議論する。


